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 皆さんは平和について考えたことはありますか？広辞苑では「やすらかにやわらぐ

こと。 穏やかで変わりないこと」「戦争がなくて世 が安穏であること」と書かれてい

ます。ぼくは、今まで沢山の戦争の跡地に行き、その中で特に印象深かったのはひめ

ゆりの塔です。沖縄戦で犠牲になったひめゆり学徒が体験した実相が伝えられている、

ひめゆり平和祈念資料館があり、ここでの体験や見学は平和について考えるきっかけ

になりました。 

ひめゆりの塔のある「ひめゆり平和祈念資料館」に行った時、ぼくは小学生でまだ

正直あまり戦争と平和について関心を持っていませんでした。そのためあまり乗り気

ではなかったのですが、多くの女学生が必死に生きて行く姿に驚きと関心を持ちまし

た。「ひめゆり平和祈念資料館」にはひめゆり学徒と呼ばれた生徒たちが生活してい

た時の様子やどんな環境だったのかについて詳しく知る事ができました。ひめゆり学

徒の人々は主に洞窟や壕に送られてきた負傷した日本兵の治療をするお手伝いをし

ていました。壕とは言っても安心できるような場所ではなくいつも上から爆弾が落ち

てくる音が聞こえてきたり夜中でも日本兵の「たすけてくれー」という声が聞こえて

怖かったそうです。また、壕の中も環境は良くなく負傷した日本兵の傷口から蛆がわ

くほど不衛生だったりいつも中は暗く作業 するのが難しかったそうです。僕は、そ

んな環境で暮らしていたら生きることに必死で仕事をするのに「いやだ」なんて言っ

ていられないなと思いました。 

ある日急に、壕にいられなくなり外にでなければならなくなりました。外はもちろ

ん戦場になっていてすぐ横に爆弾が落ちてきたりアメリカ兵から逃げながら走って

いたそうです。そんな死と隣り合わせの状況に耐えられなくなり手榴弾で自害してし

まった友達もいたそうです。こんな最悪な状況、ぼくは想像もつきません。毎日楽し

く夢をもって学校に行き勉強をして皆とたわいのないはなしをする。そんな幸せな毎 



日を送っていたと思います。それなのに暗くて怖い壕にいれられ日々沢山の苦しみを

味わい、その絶望の中支えとなっていた友達までもが死んでしまう。こんな残酷な話

はあってほしくありませんよね。 そんな状況でも我慢してアメリカ兵から逃げなけ

ればいけませんでした。この頃教育としてアメリカ兵のほりょになったらひどい事を

されると教えられていたためです。最終的にほりょになってしまった人々はこれから

ほりょとして生きなければならないという事といつ戦争が終わるかわからないとい

う不安と悲しみでいっぱいだったと思います。そして１９４５年に第二次世界大戦は

終わりました。 たとえ友人と過ごすことが出来ていても、この状況、いつ死ぬか分か

らない生活に平和はないです。 

ぼくは、よく戦争に関するニュースをみながら、どうしてまた恐怖を作ろうとする

のだろうと思います。こんな戦争がこの世界で絶えないのは、なぜだろうと思います。

悲しい歴史はなぜ繰り返されるのだろうと思います。土地や人民が欲しい、復讐して

やる、などという目的で戦争は起こっていると思います。ですが、戦争で解決してい

たら人類はいつか滅びると思います。戦争を無くすのに一番大切なことは、お互いに

尊敬しあう心だと思います。決断する時は後先を考えて行い互いに尊重し助け合おう

という心構えをもてば皆が苦しまず楽しく暮らすための第一歩になると考えます。僕

にとっての平和は、日々楽しく、友達や家族と一緒で恐怖のなく安心した安穏な生活

をおくることだと感じ、それは幸せであると思います。  

 

 

 

 

 

 


